
9 8

１
月
１
日
か
ら

「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

市
で
は
、
２
月
２
日
か
ら
３
月
15
日

ま
で
、
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行

い
ま
す
が
、
市
で
準
備
し
て
い
る
所
得

税
の
確
定
申
告
用
紙
は
、
枚
数
に
限
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
で
申
告
を
さ
れ

る
方
で
税
務
署
よ
り
送
付
さ
れ
た
確
定

申
告
用
紙
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ
ず

に
持
参
く
だ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
、
所
得
税
の
予
定
納
税
を
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
送
付
さ
れ
た
確
定
申

告
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
予
定
納
税
額
を

入
力
し
て
第
３
期
分
の
税
額
を
算
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
（
税
務
署
よ
り
送
付
さ

れ
た
確
定
申
告
用
紙
が
な
い
場
合
は
、

市
で
は
申
告
で
き
ま
せ
ん
）。

M
税
務
課
市
民
税
係

0
２
２
―
１
３
１
３

最
近
、
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
（
個
別
労
働
関
係
紛

争
）
が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

労
働
局
で
は
、
個
別
労
働
関
係
紛
争

の
未
然
防
止
、
迅
速
な
解
決
を
促
進
す

る
た
め
、
助
言
や
指
導
、
相
談
な
ど
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

M
宮
城
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

0
０
２
２
―
２
９
９
―
８
８
３
４

大
河
原
労
働
基
準
監
督
署

0
０
２
２
４
―
５
３
―
２
１
５
４

平
成
16
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の

相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月

16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
で
す
。
土
日

祝
日
な
ど
税
務
署
の
閉
庁
日
に
は
、
相

談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
申
告
書
は
郵
送
ま
た
は
税

務
署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投
函
し
て
提

出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

し
た
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
申
告
書
を

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
す
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.nta.g

o
.jp
/

M
大
河
原
税
務
署

0
０
２
２
４
―
５
２
―
２
２
０
２

【
年
金
を
受
け
取
れ
る
要
件
】

受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
ば
、
65
歳

か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
万
一
の
場
合
に
は
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
を
納
め
た
期
間
ま
た
は
厚

生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
単
独
で
６

カ
月
以
上
あ
り
、
年
金
の
受
給
資
格
の

な
い
方
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

な
く
な
っ
て
２
年
以
内
に
請
求
を
行
え

ば
、
脱
退
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所

年
金
相
談
窓
口
の
時
間
延
長
・
休
日

開
設
の
お
知
ら
せ

●
時
間
延
長

毎
週
月
曜
日
19
時
ま
で

（
２
月
28
日
を
除
く
）。
祝
日
の
場
合
は

翌
火
曜
日
に
時
間
延
長

●
休
日
開
設（
受
付
９
時
30
分
〜
16
時
）

２
月
19
・
20
日
（
土
・
日
）

３
月
12
・
13
日
（
土
・
日
）

M
社
会
保
険
事
務
局
大
河
原
事
務
所

0
０
２
２
４
―
５
１
―
３
１
１
１

市
民
課
国
民
年
金
相
談
係

0
２
２
―
１
３
１
２

■
第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
、
農

業
従
事
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
）
の
皆
様
へ

〜
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

年
金
を
受
け
る
に
は
、
加
入
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
全
く
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
万
が
一
の
ケ
ガ

や
病
気
で
身
体
に
障
害
が
残
っ
た
と
き

の
障
害
年
金
や
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き

の
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
危
険
を
防
止
す
る
に

は
、
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
あ

な
た
の
指
定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に

引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
手
続

き
を
す
る
と
、
毎
月
納
め
に
行
く
手
間

が
省
け
ま
す
。
し
か
も
、
口
座
振
替
の

申
し
込
み
や
引
き
落
と
し
に
は
、
一
切

手
数
料
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
口
座
振
替
の
手
続
き
は
…
】

①
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
ま
た

は
年
金
手
帳

②
預
金
（
貯
金
）
通
帳

③
通
帳
届
出
印
　
を
お
持
ち
に
な
っ

て
、
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
や
郵
便
局

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

労
働
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原
動
機
付
自

転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。

特
に
、
車
検
制
度
の
な
い
原
動
機
付

自
転
車
、
軽
二
輪
自
動
車
は
、
期
限
切

れ
・
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

M
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局
輸
送
課

0
０
２
２
―
２
３
５
―
２
５
１
５

自
賠
責
保
険
・
共
済
の

期
限
が
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

申
告
相
談
に
お
越
し
の
際
は

確
定
申
告
用
紙
を
持
参
く
だ
さ
い

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
提
出
を

　は問い合わせ先です�

軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
、
農
機
具

な
ど
は
、
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ

て
い
る
方
に
一
年
分
の
軽
自
動
車
税
が

賦
課
さ
れ
ま
す
（
普
通
自
動
車
の
よ
う

に
、
月
割
り
で
課
税
さ
れ
た
り
還
付
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
軽
自
動

車
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
３
月
ま
で

に
「
廃
車
」
の
手
続
き
を
さ
れ
れ
ば
、

17
年
度
か
ら
税
金
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

詳
し
く
は
次
の
機
関
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
原
付
バ
イ
ク
・
農
機
具
な
ど

市
税
務
課
総
務
係

0
２
２
―
１
３
１
３

○
軽
自
動
車
・
軽
二
輪
な
ど

宮
城
県
軽
自
動
車
協
会

0
０
２
２
―
２
３
２
―
５
７
２
４

○
二
輪
小
型
自
動
車

東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

0
０
２
２
―
２
３
５
―
２
５
１
１

２
月
４
日
に
、
昨
年
10
月
か
ら
今
年

１
月
ま
で
の
４
カ
月
分
の
児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。も

し
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
市
民
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

M
市
民
課
総
務
係
0
２
２
―
１
３
１
２

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

方
々
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

〈
建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
〉

●
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
！

●
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
！

●
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部

を
補
助
し
ま
す
！

〈
建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ
〉

建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す

か
？
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
！

M
建
退
共
宮
城
県
支
部

0
０
２
２
―
２
６
３
―
２
９
７
３

宮
城
県
で
は
、
皆
様
か
ら
の
不
妊
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
不
妊

専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
専
門

の
医
師
・
助
産
師
・
臨
床
心
理
士
に
よ

る
電
話
相
談
を
東
北
大
学
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
一

人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日

毎
週
木
曜
日
15
時
〜
17
時

（
年
末
年
始
、
祝
祭
日
を
除
く
）

●
電
話
番
号

0
０
２
２
―
７
２
８
―
５
２
２
５

※
電
話
予
約
の
上
、
面
接
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。

M
宮
城
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
　

0
０
２
２
―
２
１
１
―
２
６
３
３

宮
城
県
で
は
、特
定
の
不
妊
治
療（
体

外
受
精
・
顕
微
受
精
）
を
受
け
て
い
る

ご
夫
婦
に
対
し
、
１
年
度
当
た
り
10
万

円
を
限
度
と
し
て
、
通
算
２
年
間
ま
で

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
の
条
件
】

①
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
昨
年
４

月
１
日
以
降
に
治
療
を
開
始
し
た
方

②
ご
夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

６
５
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

③
仙
台
市
を
除
く
県
内
の
市
町
村
に
住

ん
で
い
る
こ
と
　
な
ど

M
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所
母
子
障
害
班

0
０
２
２
４
―
５
３
―
３
１
３
２

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
農
機
具
な
ど
の

廃
車
手
続
き
は
３
月
中
に
！

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す

宮
城
県
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

■
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

〜
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
が
　

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
！
〜

控
除
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
平
成
16

年
１
月
か
ら
平
成
16
年
12
月
ま
で
の
１

年
間
に
納
め
た
保
険
料
で
す
。
こ
の
中

に
は
、毎
月
納
め
た
保
険
料
の
ほ
か
に
、

前
納
し
た
保
険
料
、
過
去
に
免
除
を
受

け
た
期
間
に
つ
い
て
追
納
し
た
保
険

料
、
納
め
忘
れ
て
い
た
期
間
に
つ
い
て

納
め
た
保
険
料
、
配
偶
者
や
家
族
の
た

め
に
納
め
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、「
国
民
年
金
基
金
」
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
も
、
掛
け
金
の
全
額
が
控

除
対
象
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
際
は
、
忘
れ
ず

に
控
除
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
本
に
住
む
外
国
人
の
方
も
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

加
入
手
続
き
は
、
市
民
課
国
民
年
金

相
談
係
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
国
民
年
金
に

も
同
時
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。
ま

た
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
夫
（
妻
）
に
扶
養
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
健
康
保
険
の

扶
養
の
手
続
き
と
一
緒
に
国
民
年
金
の

手
続
き
を
夫
（
妻
）
の
勤
務
先
へ
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
車
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
」
の
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
車

の
登
録
・
車
検
な
ど
の
際
に
支
払
い
の

確
認
が
な
さ
れ
、
廃
車
は
自
治
体
に
登

録
し
た
引
き
取
り
業
者
に
引
き
渡
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
っ
て
何
？

Ａ

ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
を
無
駄
遣

い
し
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
型
社
会
を
作
る

た
め
に
、
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

メ
ー
カ
ー
、
関
連
事
業
者
、
車
の
所
有

者
の
役
割
を
定
め
た
法
律
で
す
。
原
則

と
し
て
す
べ
て
の
４
輪
自
動
車
が
対
象

で
す
。

Ｑ

「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
っ
て
何
？

Ａ

車
ご
と
に
メ
ー
カ
ー
や
輸
入
事
業

者
が
設
定
し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
障
害
と
な
っ
て

い
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
（
車
の
解

体
・
破
砕
後
に
残
る
廃
棄
物
）、
フ
ロ

ン
、
エ
ア
バ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
適

正
処
理
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

Ｑ

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
い
つ
支
払
う

必
要
が
あ
る
の
？

Ａ

新
車
は
購
入
時
に
、
今
お
乗
り
の

車
は
制
度
ス
タ
ー
ト
後
の
最
初
の
車
検

時
ま
で
に
。
車
検
前
ま
で
に
廃
車
と
な

る
場
合
は
廃
車
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

の
支
払
い
が
必
要
で
す
。

M
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
コ
ン

タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

0
０
３
―
５
６
７
３
―
７
３
９
６

※
受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）


